
環境調査 野見湾13－41

平成26年1月30日
中央漁業指導所・水産試験場

プランクトン検鏡結果のお知らせ

本日、野見湾のプランクトン調査を実施しましたので結果をお知らせします。

検鏡の結果、有害種のディクチオカ属及びミリオネクタ・ルブラが少数確認されました。今月
上旬から赤潮を引き起こしていたアカシオ・サングイネアは減少していました。

海や養殖魚の状態に変化や不安を感じた時は、中央漁業指導所か水産試験場まで連絡し
てください。

地点 水深
ディクチオカ属
（フィビュラ、
スペキュルム）
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ルブラ

アカシオ・
サングイネア

ポリクリコス・
コフォイディ

ジャイロディニウム属
（ドミナンス、
スピラレ）

大谷漁港口

0m 0 0 4 3 7

2m 2 0 8 1 3

5m 0 2 8 2 1

8m 0 2 3 0 3

0 3 0 0 2

調査地点

湾奥ブイ

大谷漁港口

10m 0 3 0 0 2

湾奥ブイ

0m 1 0 15 12 6

2m 0 3 3 11 7

5m 2 7 11 5 7

8m 1 4 6 2 3

10m 5 3 11 3 4

漁業被害が想定される細胞密度漁業被害が想定される細胞密度漁業被害が想定される細胞密度漁業被害が想定される細胞密度
●ディクチオカ属：

赤潮発生時（へい死）
●ミリオネクタ・ルブラ：

10cells/ml（貝類の赤変化）


